
1 令和５年７月号 No.312 ひがしいず議会だより

ひ
が
し
い
ず

ひ
が
し
い
ず

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

2
0

2
3
N
o
.3
1
2

７
月

号

・
・

・
・

・
・

・
・

2

・
・

・
・

5

・
・

・
・

・
・

・
6

〜
7

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

8
〜

11

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

12

新
議

長
・

新
副

議
長

決
ま

る
第

１
回

臨
時

会
・

新
人

議
員

紹
介

第
２

回
定

例
会

審
議

内
容

一
般

質
問

か
が

や
く

ま
ち

の
ひ

と

1
2

ペ
ー

ジ
に

て
紹

介

子
ど

も
た

ち
の

た
め

に
今

年
も

や
り

ま
す

！
ほ

し
☆

そ
ら

シ
ネ

マ
IZU

議
会

H
P



3 2令和５年７月号 No.312 ひがしいず議会だより 令和５年７月号 No.312 ひがしいず議会だより

議長・副議長の紹介常任委員会の紹介

新議長・新副議長
に聞きました

議長　笠井　政明

副議長　栗原　京子

議長選挙結果 笠井政明９票　内山愼一２票　西塚孝男１票

副議長選挙結果 栗原京子10票　須佐衛２票

　今まで以上に議会活動の見える化を行
い、議会の活動内容を様々なかたちで町
民の皆様へお知らせしていきたいと思い
ます。�
　また、議員一人ひとりが町の皆さんの
意見に耳を傾け、議会にて提言としてと
りまとめ、町に対し、しっかり示してい
けるよう取り組みます。

これからどのような活動を目指しますか

これからどのような活動を目指しますか

　副議長の選任を受け、その責任の重さ
に身が引き締まる思いです。
　重責を担う議長を補佐するとともに、
住民の幸福度の向上を目指して議会の皆
さんと力を合わせて尽力してまいりま
す。
　町民の皆様の厳しくも温かいご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

総務経済常任委員会

文教厚生常任委員会

５月22日の令和５年第１回臨時会において、常任委員会
委員を選出しました。これから２年間よろしくお願いいた
します。

委　員　長　内山　愼一
副委員長　定居　利子
委　　員　鈴木　伸和
委　　員　笠井　政明
委　　員　栗原　京子
委　　員　村木　　脩

　新たな布陣で、今年度は住民生活に
不便をきたしている〟地域交通対策”
をテーマに、先進地への視察や各地の
事例を学び、提案します。

これからどのような活動を目指しますか

委　員　長　西塚　孝男
副委員長　山田　直志
委　　員　山田　豪彦
委　　員　楠山　節雄
委　　員　稲葉　義仁
委　　員　須佐　　衛

　子育てをしている方々の声を聞きな
がら、町として求められている施策を
検討していきます。また、移動支援に
ついても買い物だけでなく、高齢者が
自由に外出できる環境づくりを検討し
ていきます。

これからどのような活動を目指しますか
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その他の委員会臨時会・新人議員紹介

　急激な物価高騰対策として、
低所得の子育て世帯の生活を支
援するため、児童１人当たり一
律５万円を給付しました。

425万円
低所得の子育て世帯生活支援給付金1Pickup

第１回
臨時会

※監査委員は、町の事務を質疑・審査できる立場であることから、以下のような慣例がある。
　・常任委員会以外の委員に所属しないこと。
　・一般質問をなるべく控えること。

山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

総務経済常任委員会 ☆ ☆ ☆ ☆ ◎ 〇

文教厚生常任委員会 ☆ ☆ ☆ ◎ ☆ 〇

議会運営委員会 ☆ ◎ ☆ ☆ 〇

議会広報編集委員会 ☆ ☆ ☆ 〇 ◎ ☆

監査委員 ☆

稲取財産区管理会 ☆ ☆ ☆

東河環境センター議会 ☆ ☆ ☆

伊豆斎場組合議会 ☆ ☆

一部事務組合下田メディカル�
センター議会

☆ ☆

駿東伊豆消防組合議会 ☆ ☆

東伊豆町国民健康保険運営協
議会

☆ ☆ ☆ ☆

東伊豆町都市計画審議会 ☆ ☆

東伊豆町空家等対策協議会 ☆

東伊豆町社会福祉協議会 ☆

伊豆横断道路建設促進期成同
盟会

☆ ☆

伊豆縦貫自動車道建設促進期
成同盟会

☆

河津下田道路及びアクセス道
路建設期成同盟会

☆

伊豆縦貫自動車道「天城峠道
路」及びアクセス道路網建設
促進期成同盟会

☆

東伊豆町町民安全連絡会議 ☆

提案型まちづくり補助金審査
委員会

☆ ☆

議 員 名

組 織 名

◎委員長　〇副委員長　☆委員

その他の委員会一般会計補正予算他を可決
　５月22日、令和５年第１回臨時会を開催し、専決承認２件・議案１件・
同意案９件を審議した結果、全て原案通り可決しました。

鈴
すず

木
き

　伸
のぶ

和
かず

新人議員２人に聞きました

山
やま

田
だ

　豪
ひで

彦
ひこ

議員になろうとした動機は
　技術吏員として三十六年間勤務の間、社会インフラの
整備を中心に１次産業の発展と観光振興政策を結び付け
ハード・ソフト両事業に携わり「まちづくり」の一端を
担ってきた。
　その間に得た様々な経験を活かし新たな立場から「ま
ちづくり」に関わっていきたいと考え議員を志した。�
�
取り組みたい課題、政策は何ですか
　命を守る減災・防災対策、稼げる農林水産業、新時代
に向けた観光振興施策等に積極的に関わり、町民が安心
して暮らせるよう時代変化に順応し、将来をしっかりと
見据えた課題の解決に取り組みたい。

議員になろうとした動機は
　この町に来て、この町の為に一生懸命頑張っている岩
井町長を目の当たりにして、自分も今までと違うステー
ジで、この町の為に働いてみたいと熱い思いで決意しま
した。�
�
取り組みたい課題、政策は何ですか
　交通インフラの整備、１次産業と観光の連携、地域資
源の維持と有効活用を課題に、しかし１番訴えたいのが、
皆で一緒に町づくり「未来（ゆめ）を語れる町づくり」
です。宜しくお願いします。
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定 例 会

第２回定例会の議案と各議員の 賛 否 〇賛成　×反対　

※議長は採決に加わらない　

議　案　名 採決結果
山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

条例・規約の一部改正等

議案第34号　国民健康保険税条例の一部改正 可決（10：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第35号　県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び
規約の変更 可決（10：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第36号　東伊豆町道路線の廃止 可決（９：１） 〇 × 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第37号　東伊豆町道路線の認定 可決（９：１） 〇 × 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

補正予算

議案第38号　令和５年度一般会計補正予算（第３号） 可決（10：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第39号　令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決（10：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第40号　令和５年度水道事業会計補正予算（第１号） 可決（10：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

報告・同意・諮問等

報告第１号　令和４年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告 − − − − − − − − − − − − −

同意案第10号　固定資産評価審査委員会委員の選任 可決（10：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

同意案第11号　教育委員会委員の任命 可決（10：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

諮問第１号　人権擁護委員候補者の推薦 可決（10：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

諮問第２号　人権擁護委員候補者の推薦 可決（10：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

諮問第３号　人権擁護委員候補者の推薦 可決（10：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議員発議

発議第２号　議会改革特別委員会の設置 可決（10：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

※

　ご長寿をお祝いし、100歳の
方に現金５万円、88歳の方に
１万円分の商品券、75歳以上の
方全員に千円分の商品券をお配
りします。

289万円長寿者敬老祝い金3Pickup

第２回
定例会 町道「横ヶ坂油久

　物価高騰に伴う、子育て世
帯支援を重要施策と判断し、
０〜15歳以下の子ども１人
あたり３万５千円の給付を行
います。

2,314万円子育て世帯支援金2Pickup

　令和５年第２回定例会を６月14日から15日 までの会期で開催し、議案７件・同意案２件・諮問３
件などを審議した結果、全て原案通り可決しま した。また、一般質問は８人の議員が登壇しました。

（８～11 ページ参照）

いつまでもお元気で

　2010年度に着手した土地改良施設「一般農道　稲取地
区」Ｌ＝2.4ｋｍが完成しました。この農道開通に伴い、付近
の町道が整理されました。

県営一般農道整備事業
　　　　（稲取地区）の完成

1Pickup

認定路線と廃止路線図

保線」他３路線認定

【認定路線】

・町道小峠大洞峰線　　Ｌ＝　504.7ｍ

・町道赤坂３号線　　　Ｌ＝ 1000.6ｍ

・町道横ヶ坂油久保線　Ｌ＝ 2409.6ｍ

・町道平並赤坂線　　　Ｌ＝ 1032.6ｍ

【廃止路線】

・町道山田水乗線　　　Ｌ＝ 2674.9ｍ

・町道赤坂３号線　　　Ｌ＝ 1279.8ｍ

大切な子どもたちのために

町民体育センター

稲取入谷地区
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ここが聞きたいここが聞きたい 一 般 質 問

健康のためにも気軽に
外出できる施策を

Ｑ

Ａ
高齢者の外出支援の拡充は
より使いやすい交通体系を構築したい

　
　
高
齢
者
の
移
動
支
援
事

業
の
登
録
人
数
は
。

　
　
利
用
者
が
69
人
で
延
べ

１
０
３
人
が
利
用
。
提
供
者

（
ド
ラ
イ
バ
ー
）
が
９
人
の

登
録
で
実
働
は
８
人
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
今
後
、
利
用
で
き
る
行

き
先
を
広
げ
て
い
く
お
考
え

は
。

　
　
事
業
規
模
が
定
ま
っ
て

い
な
い
こ
と
や
ド
ラ
イ
バ
ー

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
推
移
を
み

て
判
断
し
た
い
。

栗
くり

原
はら

　京
きょう

子
こ

議員

　
　
利
用
者
は
今
後
増
加
す

る
と
考
え
る
が
、
担
い
手
の

育
成
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

　
　
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
懸

念
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
完
す

る
形
で
の
乗
合
自
動
車
の
実

施
を
考
え
て
い
る
。

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
事
業

の
役
割
分
担
・
棲
み
分
け
が

重
要
と
思
う
が
。

　
　
人
口
減
で
労
働
力
も

減
っ
て
い
る
な
か
で
、
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
・
平
準
化
・
Ｄ
Ｘ

が
重
要
と
考
え
る
。

　
現
状
の
な
か
で
可
能
な
施

策
を
維
持
し
て
い
け
る
よ
う

な
や
り
方
で
、
よ
り
使
い
勝

手
の
良
い
交
通
体
系
を
構
築

し
た
い
。

楽しく健康づくりに取り組もう

Ｑ

Ａ
健康維持のため楽しく集える場を
そのような環境をつくることは大事な考え方

Ｑ

Ａ
ひがしいず幼稚園の風雨対策は
設計思想である「解放感」を大切にしたい

　
　
５
月
末
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

４
名
と
園
長
・
教
頭
・
町
長
・

教
育
長・事
務
局
長
の
間
で
、

風
雨
対
策
の
進
捗
や
考
え
方

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ

た
。
ま
た
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
確
定
次
第
、
保

護
者
に
説
明
の
機
会
を
設
け

る
こ
と
も
説
明
し
た
。

　
　
こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
早
急
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
が
。

　
　
風
雨
対
策
の
み
な
ら

ず
、
ど
の
よ
う
に
し
て
持
続

可
能
な
幼
稚
園
に
し
て
い
く

の
か
が
大
切
。
熱
川
幼
稚
園

の
園
舎
建
設
当
時
の
設
計
思

想
に
よ
り
仕
切
り
の
な
い
解

放
的
な
教
育
環
境
と
し
て
建

設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

良
さ
を
活
か
し
な
が
ら
最
善

策
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ひ
が
し
い
ず
幼
稚
園
舎

の
風
雨
対
策
の
お
考
え
は
。

　
　
以
前
計
画
が
あ
っ
た
ア

ル
ミ
サ
ッ
シ
で
の
整
備
は
、

資
材
価
格
高
騰
な
ど
に
よ
り

施
工
方
法
を
含
め
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
。
ま
た
、
防
砂

対
策
の
一
環
と
し
て
園
庭
の

芝
生
化
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ

て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
幼
稚
園
職
員
や
保
護
者

と
話
し
合
う
お
考
え
は
。風雨対策が急がれる

「ひがしいず幼稚園」園舎

　
　
健
康
教
室
の
参
加
対
象

人
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
６
教
室
で
１
４
１
人
と

な
る
。

　
　
参
加
し
て
い
な
い
人
へ

の
対
応
は
。

　
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

（
健
康
い
き
い
き
チ
ェ
ッ
ク
）

と
し
て
75
歳
到
達
者
の
方
へ

フ
レ
イ
ル
予
防
に
関
す
る
案

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

内
を
し
、
ご
家
族
・
友
人
も

含
め
参
加
を
促
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
サ
ロ
ン

や
あ
じ
さ
い
学
級・マ
ン
シ
ョ

ン
等
へ
出
向
き
、
認
知
症
や

食
事
に
関
す
る
講
話
を
実
施

し
た
。
今
後
も
要
望
が
あ
れ

ば
高
齢
者
の
集
ま
る
場
所
に

出
向
き
同
様
の
こ
と
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
健
康
教
室
は
大
変
良
い

こ
と
で
あ
る
が
、
天
気
の
良

い
と
き
は
青
空
の
も
と
芝
の

上
で
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

受
け
て
体
を
動
か
す
所
を
作

る
お
考
え
は
。

　
　
青
空
の
も
と
で
の
活
動

は
大
変
良
い
こ
と
だ
と
思

う
。
町
が
ど
う
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の

気
運
づ
く
り
も
含
め
考
え
て

い
き
た
い
。

ＱＡ

Ａ ＱＱ

Ａ

Ａ Ｑ

介護予防から健康づくりまで
切れ目のない対応を

Ｑ

Ａ
介護予防と保健の一体的な事業は
今年度中に取り組み方針を定めたい

　
　
介
護
予
防
と
保
健
の
一

体
化
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

状
況
は
。

　
　
関
連
す
る
事
業
の
見
直

し
や
重
複
事
業
の
一
元
化
、

関
係
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
に
よ

る
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、

具
体
的
な
取
り
組
み
方
針
を

決
定
し
て
い
き
た
い
。
具
体

的
に
は
健
康
づ
く
り
各
種
教

室
に
加
え
、
社
協
の
サ
ロ
ン

や
カ
フ
ェ
へ
の
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
の
派
遣
等
を
通

じ
、
フ
レ
イ
ル
お
よ
び
そ
の

他
疾
病
予
防
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

　
　
実
質
的
に
は
既
に
各
部

署
が
連
携
し
始
め
て
い
る
も

の
で
は
あ
る
が
、
事
業
化
に

あ
た
っ
て
は
よ
り
組
織
的
な

対
応
を
も
っ
て
、
安
定
的
な

運
用
を
図
る
こ
と
が
重
要
と

思
う
が
。

　
　
適
切
な
体
制
づ
く
り
は

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

は
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
現

状
そ
の
前
段
階
で
町
全
体
の

在
り
方
、
指
針
を
つ
く
り
は

じ
め
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
組
織
的
な
も
の
は
そ
こ

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
関
連
部
署
の
人
員
体
制

を
強
化
す
る
考
え
は
。

　
　
事
務
職
員
の
補
充
を
予

定
し
た
が
他
部
門
の
欠
員
等

に
よ
り
実
現
に
至
っ
て
い
な

い
。
専
門
職
の
募
集
と
あ
わ

せ
必
要
に
応
じ
て
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
。

Ａ

Ｑ

そのほかの

質 問

タ
ク
シ
ー
の
現
状
と
対
策
は

Ｑ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
平
準
化
と
Ｄ

Ｘ
を
活
用
し
て
対
策
を
図
る

Ａ
医
療
福
祉
関
係
者
へ
の
無
料
宿

泊
招
待
の
お
考
え
は

Ｑ
様
々
な
業
種
が
大
変
な
思
い
を

し
て
き
て
い
る
の
で
何
が
必
要

か
を
考
え
て
い
く

Ａ

Ｑ

ＡＱＡ

そのほかの

質 問

生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は

進
ん
で
い
る
の
か

Ｑ
成
分
の
調
査
を
終
え
た
の
で
活

用
を
考
え
て
い
き
た
い

Ａ
町
民
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
対

策
は

Ｑ
公
共
交
通
の
実
証
実
験
を
踏
ま

え
て
考
え
て
い
き
た
い

Ａ

Ａ Ｑ

ＱＡ

稲
いな

葉
ば

　義
よし

仁
ひと

議員

Ｑ

Ａ

Ａ
　

ＱＱＡ
　
高
齢
者
が
抱
え
る
様
々
な
健
康
課
題

に
対
応
す
る
た
め
に
、高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
事
業
を
一
体
的
に
実

施
し
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
取

り
組
み
で
、令
和
６
年
度
よ
り
全
国
の

市
町
村
に
お
い
て
実
施
す
る
予
定
の
事

業
で
す
。

　

介
護
予
防
と
保
健
の

　
　

一
体
的
な
実
施
事
業

Ａ Ｑ
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一 般 質 問ここが聞きたいここが聞きたい

Ｑ

Ａ
白田川橋の検討内容の公表は
７月中に開催したい

Ｑ

Ａ
投票率を上げるための施策は
期日前投票所を複数設置している

日
前
投
票
所
を
設
置
し
て
い

る
の
は
川
根
本
町
と
当
町
の

み
で
あ
る
。

　
　
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

場
所
の
見
直
し
は
。

　
　
平
成
９
年
か
ら
現
在
の

場
所
で
令
和
３
年
に
１
箇
所

を
見
直
し
て
い
る
。

　
　
地
元
新
聞
に
は
候
補
者

の
情
報
が
掲
載
さ
れ
る
が
、

新
聞
を
と
っ
て
い
な
い
方
もあなたの一票を大切に

　
　
検
討
結
果
の

公
表
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
進
捗
率
は
。

　
　
検
討
す
る
た

め
の
資
料
を
集
め

　
　
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
等
で

検
討
の
工
程
を
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
ら
い
か
が
か
。

　
　
必
要
な
検
討
資
料
は
共

有
し
て
い
く
が
、「
架
け
替

え
」「
撤
去
」
の
ど
ち
ら
か

と
い
う
単
純
な
問
題
で
は
な

い
。
地
域
の
人
口
減
少
等
の

将
来
像
を
見
据
え
今
後
の
あ

る
べ
き
姿
を
考
え
な
が
ら
幅

広
な
検
討
を
す
る
。

　
　
３
月
の
説
明
会
が
開
催

さ
れ
な
か
っ
た
が
。

　
　
年
度
末
の
国
県
と
の
協

議
等
に
よ
り
開
催
で
き
な
か

っ
た
。
本
年
度
、
両
区
長
に

は
説
明
を
始
め
て
い
る
。

　
　
本
年
度
の
業
務
委
託
の

内
容
と
財
源
は
。

　
　
橋
台
の
形
状
や
大
き
さ

を
調
査
す
る
た
め
に
非
破
壊

検
査
を
実
施
す
る
。財
源
は
、

国
の
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
（
補
助
率
55
％
）
を
活
用

す
る
。

鈴
すず

木
き

　伸
のぶ

和
かず

議員

山
やま

田
だ

　豪
ひで

彦
ひこ

議員

町の入り口に放置されている
旧大川グランドホテル

Ｑ

Ａ
旧大川グランドホテルへの対応は
場合により町が取り壊さなければならない可能性も

　
　
廃
屋
の
除
却
に
あ
た
っ

て
観
光
庁
（
国
交
省
）
の
補

助
金
が
あ
る
。
ま
た
旧
熱
川

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
際
に
は

防
災
の
補
助
金
を
利
用
し
た

と
記
憶
す
る
が
、
こ
の
あ
た

り
は
。

　
　
現
段
階
で
言
え
る
こ
と

は
無
い
が
、
様
々
な
権
利
関

係
も
あ
る
の
で
慎
重
に
対
応

す
る
。
そ
も
そ
も
廃
屋
は
所

有
者
が
除
却
す
る
事
が
原
則

で
あ
る
。
時
間
が
か
か
る
可

能
性
は
あ
る
が
何
と
し
て
で

も
除
却
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
は
持
っ
て
い
る
。

　
　
公
共
性
の
高
い
利
用
方

法
が
望
ま
し
い
と
の
昨
年
の

答
弁
だ
っ
た
が
。

　
　
イ
メ
ー
ジ
を
述
べ
た
ま

で
。
い
ず
れ
に
せ
よ
廃
屋
の

除
却
が
最
優
先
。

　
　
景
観
行
政
団
体
と
し
て

の
方
向
性
や
計
画
は
。

　
　
作
成
中
の
「
ま
ち
づ
く

り
総
合
指
針
」
と
の
兼
ね
合

い
も
見
て
進
め
た
い
。

　
　
景
観
を
害
す
る
雑
木
の

伐
採
も
必
要
で
は
。

　
　
県
と
も
連
携
し
な
が
ら

協
議
し
て
い
き
た
い
。

健康寿命延伸の取り組み
強化を

Ｑ

Ａ
医療充実に向け町ができることは
健康寿命の延伸に取り組んでいく

　
　
町
が
医
療
充
実
の
た
め

に
で
き
る
事
は
あ
る
か
。

　
　
医
療
基
盤
の
整
備
は
県

の
保
健
医
療
計
画
に
基
づ
き

行
わ
れ
る
。
町
が
関
わ
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
県
な
ど
の

会
議
を
通
じ
医
療
基
盤
の
充

実
に
つ
い
て
の
要
望
や
、
小

児
科
医
を
は
じ
め
と
し
た
医

師
不
足
、
救
急
医
療
体
制
の

確
保
等
を
地
域
課
題
と
し
て

挙
げ
て
い
る
。

　
　
痛
い
所
悪
い
所
が
な
け

れ
ば
健
康
か
。

　
　
肉
体
的
な
健
康
は
一
つ

の
要
素
で
は
あ
る
が
、
精
神

的
社
会
的
な
状
態
も
大
事
で

総
合
的
に
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
健
康
に
生
き
て
い
く
た

め
に
は
何
が
必
要
か
。

　
　
身
体
的
精
神
的
な
健
康

の
上
に
生
活
習
慣
病
に
な
ら

な
い
よ
う
に
喫
煙
、
飲
酒
、

糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど
生
活

を
見
直
し
て
い
く
こ
と
、
食

事
や
運
動
、
睡
眠
に
も
気
を

つ
け
た
生
活
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
。

　
　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
に
、
町
は
ど
ん
な
事
業
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
予
防
の
た
め
の
各
種
健

診
、
重
症
化
対
策
、
介
護
予

防
教
室
、
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
の
教
室
は
参
加
者
の
規
模

が
少
な
い
。
今
年
策
定
す
る

健
康
増
進
計
画
で
は
、
健
康

づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
を

充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る

が
。

　
　
国
の
健
康
日
本
21
の
目

標
に
沿
っ
て
、
ま
た
町
の
実

情
を
踏
ま
え
て
策
定
す
る
。

そのほかの

質 問

移
住
者
や
若
者
を
対
象
に
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
は

Ｑ
６
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る

Ａ

い
る
。
そ
う
い
っ
た
方
や
移

住
者
の
方
々
に
も
候
補
者
が

分
か
る
よ
う
に
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
活
用
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
に
確

認
し
た
う
え
で
正
式
に
回
答

し
た
い
。

　
　
移
動
投
票
所（
ス
ー
パ
ー

等
）
を
設
置
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
、
事
務
従
事
者
等
の

負
担
が
か
か
る
な
ど
課
題
が

多
い
の
で
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
学
校
教
育
の
場
で
は
ど

ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
か
。

　
　
中
学
校
で
は
実
際
の
投

票
箱
を
使
っ
て
模
擬
投
票
を

10
年
以
上
前
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
稲
取
高
校
で

は
２
年
生
を
対
象
に
出
前
講

座
を
し
て
い
る
。

通行止め中の白田川橋

整
理
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

橋
梁
に
添
架
さ
れ
て
い
る
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
撤
去

に
必
要
な
期
間
約
２
年
間
を

有
効
に
活
用
し
た
い
。

　
　
検
討
結
果
の
公
表
の
方

法
は
。

　
　
ど
ち
ら
か
に
決
め
て
示

す
の
で
は
な
く
、
検
討
過
程

の
中
で
町
民
や
関
係
機
関
と

も
に
十
分
な
説
明
を
重
ね
な

が
ら
結
論
を
出
し
て
い
き
た

い
。

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員
ＱＡ

そのほかの

質 問

片
瀬
地
区
で
崩
壊
し
た
空
き
家

の
現
在
の
状
況
は

Ｑ
当
町
と
下
田
土
木
事
務
所
の

各
々
か
ら
指
導
文
書
等
を
送
付

し
て
い
る

Ａ

須
す

佐
さ

　衛
まもる

議員

そのほかの

質 問

平
和
が
叫
ば
れ
る
な
か
修
学
旅

行
で
広
島
を
訪
問
し
て
は

Ｑ
日
程
的
に
も
生
徒
の
体
力
的
に

も
厳
し
い

Ａ
倒
木
に
よ
る
被
害
で
停
電
も
発

生
し
て
い
る
が
対
応
は

Ｑ
財
政
的
な
面
も
あ
り
国
県
と
連

携
し
進
め
る
こ
と
も
必
要

Ａ
夏
に
向
け
、
町
独
自
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
ク
ー
ポ
ン
は

Ｑ
事
業
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
適

切
な
対
応
を
し
た
い

Ａ

　
　
選
挙
の
投

票
率
を
上
げ
る

た
め
の
取
り
組

み
は
。

　
　
県
内
に
お

い
て
複
数
の
期

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

ＡＱ Ｑ

ＡＡ
　

Ｑ

ＱＡ

ＱＡ ＱＡＱＡ

ＱＡ
　

ＱＡ

Ａ
　

Ｑ ＱＡ
　

ＱＡＱＡＱＡ

ＡＱＡ Ｑ
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　今回は、ほし☆そらシネマ IZU SUMMERFES 2023
を開催する実行委員会代表の鈴木香織さん（熱川自動
車）にお話を伺いました。

ひ
が
し
い
ず

議
会
だ
よ
り

令
和
５
年
７
月
20
日
発
行

【
発　

行
】

【
責
任
者
】

【
住　

所
】

東
伊
豆
町
議
会

議
長　

笠
井
政
明

〒
４
１
３
︱

０
４
１
１

【
編
集
】　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】 

０
５
５
７
（
９
５
）
６
３
０
７

静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
３
３
５
４
番
地

議会広報編集委員会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

栗
原
京
子

稲
葉
義
仁

山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

笠
井
政
明

内
山
愼
一

編集後記
　
地
方
議
員
の
な
り
手

不
足
が
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
東
伊

豆
町
も
２
回
連
続
で
無

投
票
と
は
な
っ
た
も
の

の
、
新
人
議
員
が
２
名
加
わ

り
、
新
体
制
で
議
会
が
動
き

始
め
た
。

　
定
例
会
で
の
一
般
質
問

や
、
誰
が
見
て
も
分
か
り
や

す
い
予
算
審
議
と
決
算
審

査
、
各
委
員
会
の
活
動
内
容

な
ど
を
多
く
の
町
民
に
お
知

ら
せ
し
、
議
会
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

そ
し
て
町
政
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
「
議
会

だ
よ
り
」
が
果
た
す
役
割
は

大
き
い
。

　
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
た

く
な
る
よ
う
な
誌
面
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
。

�

（
栗
原
）

ほたる観賞会にも参加しました

子どもたちも楽しそうです

　
コ
ロ
ナ
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
出
か
け
る
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
と
な
り
、
楽
し
い
夏
の

思
い
出
も
無
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
町
な
ど
に
も
働

き
か
け
て
み
ま
し
た
が
、
万

が
一
感
染
す
る
と
大
変
と
い

う
事
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
、

団
体
な
ど
に
縛
ら
れ
な
い
で

何
か
や
れ
な
い
か
と
話
す
中

で
、
野
外
シ
ネ
マ
な
ら
何
と

か
で
き
な
い
か
、
一
度
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
事
で
、
旧

大
川
小
学
校
で
開
催
し
ま
し

た
。

―
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う

こ
と
は
。

　
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

し
て
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
地
域
や
世
代
も
越
え
て

様
々
な
方
々
に
協
力
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。本
当
に
、

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
苦
情
は
ひ
と

つ
も
な
く
、
あ
り
が
と
う
、

あ
り
が
と
う
と
感
謝
さ
れ
ま

し
た
。

―
こ
れ
か
ら
先
ど
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

―
町
の
皆
さ
ん
に
一
言
お
願

い
し
ま
す
。

代表の鈴木香織さん

―
ほ
し
☆
そ
ら
シ
ネ
マ
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
。

　
特
に
具
体
的
な
話
を
メ
ン

バ
ー
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
こ
れ
ま

で
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
も
何
か
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
ポ
ス
タ
ー
等

の
デ
ザ
イ
ン
を
手
伝
っ
て
く

れ
た
り
、
中
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
高
校
生
の
参
加
な

ど
関
わ
っ
て
く
れ
る
人
が
増

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
に
何
か
で
き
な

い
か
と
友
人
に
話
し
た
一
人

の
小
さ
な
声
が
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
思
っ
た
こ
と
を
誰
か
に
話

し
て
み
る
こ
と
が
大
切
と
思
っ

て
い
ま
す
。

※今年は７月29日（土）12時から21時まで
　熱川温泉しおかぜ広場にて開催します。（雨天中止）

え
て
き
て
い
る
の
で
、
子
ど

も
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
地

域
と
も
関
わ
り
を
持
つ
よ
う

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。


